
～肝付町立内之浦小学校で実施された避難訓練～

地震発生後に津波発生との想定で、 叶岳への避難訓練を実施しました。
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火の元確認
初期消火

あわてた行動
けがのもと

落下したガラス片等に注意
し、看板等がおちてくるので、
外に飛び出さない。

窓や戸をあけ
出口を確保

揺れが収まった時に、避難が
できるよう出口を確保する。
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・揺れを感じたら、身の安全を最
優先に行動する。
・丈夫なテーブルの下や、「物が
落ちてこない」「倒れてこない」
空間に身を寄せる。

地震地震

その時その時

７つのポイント７つのポイント

地震地震

その時その時

７つのポイント７つのポイント

揺れがおさまってから「あわ
てず」火の始末をする。 う出口を確保
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地震だ！まず身の安全
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火災や津波
確かな避難

自助・共助が
災害で重要
自分の命は自分で守る準備をし、
近隣で協力して救出・救助をする。

避難前に確認
ガス・電気
避難時には、ブレーカーを切
り、ガスの元栓を閉める。

火災・津波等の身の危険を感じたら、
避難場所や高台に早く避難する。

日頃備えておきたい防災用品
について、紹介するよ !!防
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食料品例
　 飲料水（１人 1日 3リットル）、缶詰、菓子類、
ドライフード、レトルト・インスタント食品、
栄養補助食品、アルファ米、調味料など
生活用品例
　 布団、寝袋、衣類、洗面用具、タオル、やかん、
LED ライト、トイレットペーパー、ローソク、
ビニールシート、ビニール袋、携帯こんろ、鍋、
割り箸、プラスチック又は紙製のお皿、救急用品、
携帯ラジオなど



運動中は、管内のさまざまな地域で、消防署・消防団を中心とした訓練などを実施

期間
３月１日から７日まで
１週間実施されます！

目的
この運動は、管内住民の皆様に、
防火防災の意識を高めていただ
くことにより、火災の発生を防
止し、火災から尊い生命と貴重
な財産を守ることを目的に実施
されます。
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 春の火災予防運動 春の火災予防運動

「大切な「大切な命命とと財産財産」を守る有効な手段とは？」を守る有効な手段とは？

それは「　　　　　　　　」の設置です！住宅用火災警報器
火災はいつ発生するか分かりませんが、
就寝中に多くの方が亡くなられています。
そこで火災による死者を減らすため、一般家庭の就寝室等に対して、
住宅用火災警報器を設置することが義務化されました。
                     ( 平成 16年 6月に消防法改正 )

・まだ設置されていない住宅は、早急に設置してください。
・すでに設置がお済みの住宅は、電池切れ等、維持管理に努めてください。

救急車は無料だから どこの病院に行けばいい
か分からない

交通手段がない

夜間・休日の診療時間
外だった

優先的に診てもらえる

本当に救急車が
必要ですか？

ひ
と
り
で
も
多
く
の
命
を
救
う
た
め

救
急
車
の
適
正
利
用
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

そ
の
そ
の 

119119  

番番

　
　
　
　

  

緊
急
緊
急
で
す
か
？

で
す
か
？



管内災害発生状況管内災害発生状況
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防火干支紹介

　南部消防署では、 昭和 60年から地域の防火啓発のため防火干支を作成しています。

　今年は干支の酉にちなんで４羽のペンギンを作成しました。 作成期間は約３か月間で、 業務の合間

や非番の時間を利用して作成しました。 干支に使用した材料は地元の水産業者から譲って頂いた発

泡スチロールをペンギンの形に削り、 毛布やシーツを貼り毛並みを表現しました。

　防火標語は、 各家庭から火事を取りのぞいてもらうために

　　　　　　　「我が家から火事をとりのぞこう！！」 にしました。

・火災件数は、47件で、前年に比べ８件減少しています。
・救急件数は、7,169 件で、前年に比べ 167件増加しています。
・救助件数は、61件で、前年に比べ６件増加しています。
・警戒出動は、177件で、前年に比べ 18件増加しています。
・その他の出動は、530件で、前年に比べ 95件増加しています。
　※その他の出動とは、火災・救急・救助・警戒以外の出動です。

・119番通報は 11,533 件で、間違い、いたずら、問い合わせ等
緊急通報以外が多くなっています。
　夜間・休日の病院案内及び火災発生については、４３－０１１９
で音声ガイダンスで案内していますのでご利用ください。

災害状況（平成28年１月１日～12月31日）

種別 28年中 27 年中

火災 47 55

救急 7,169 7,002

救助 61 55

警戒出動 177 159

その他の出動 530 435

119 番通報 11,533 10,804
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